
1

横浜市史資料室 C i t y  o f  Y o k o h a m a  M u n i c i p a l  A r c h i v e s  R e f e r e n c e  R o o m ●新刊紹介　●市史資料室たより

12

【発行日】2011年7月31日
【編集・発行】横浜市史資料室
〒220-0032
横浜市西区老松町1番地
横浜市中央図書館・地下1階
【電話】 045-251-3260
【FAX】 045-251-7321
【E-mail】
so-sisi@city.yokohama.jp
【ホームページ】
http://www.city.yokohama.lg.jp/
somu/housei/sisi/

【目次】
●「野毛山の『昭和』」
　－坂と公園の物語－
●資料室所蔵旧公図の概要
●占領下の米軍施設q

●新刊紹介
●市史資料室たより

第　  号11

1960年代の野毛山　1969年頃　アマノスタジオ撮影　　　　広報課写真資料

た
野
毛
坂
周
辺
に
は
多
く
の
人
々
が
住
む
よ

う
に
な
っ
た
。

明
治
維
新
後
、
野
毛
の
丘
陵
に
は
様
々
な

施
設
が
造
ら
れ
る
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）

年
一
二
月
、
現
在
の
老
松
中
学
校
の
位
置
に

横
浜
共
立
病
院
（
後
の
十
全
医
院
）
が
完
成

し
た
ほ
か
、
翌
年
に
は
現
在
の
中
央
図
書
館

の
位
置
に
自
彊
学
舎
（
後
の
老
松
小
学
校
）

が
建
設
さ
れ
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
二

月
に
は
、
一
帯
の
名
称
が
「
老
松
町
」
と
定

め
ら
れ
た
。
名
称
は
老
松
の
多
い
景
勝
地
に

由
来
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
年
に
附
近
在

住
の
植
木
屋
の
発
案
で
、
植
物
園
と
遊
園
地

を
兼
ね
た
「
四
時
皆
宜
園
」
が
現
在
の
野
毛

山
公
園
北
部
に
開
園
、
園
内
の
迷
路
は
話
題

を
集
め
た
。
し
か
し
、
同
園
は
一
八
八
三（
明

治
一
六
）
年
に
廃
園
と
な
り
、
敷
地
は
豪
商

の
邸
宅
地
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

明
治
中
期
に
な
る
と
、
居
留
外
国
人
の
生

活
空
間
で
あ
る
山
手
の
丘
陵
に
対
し
、
野
毛

の
丘
陵
は
日
本
人
豪
商
の
生
活
空
間
と
な
っ

た
。
原
善
三
郎
や
茂
木
惣
兵
衛
、
平
沼
専
蔵

な
ど
、
横
浜
を
代
表
す
る
豪
商
た
ち
が
大
規

模
な
邸
宅
を
構
え
る
。
現
在
の
野
毛
山
公
園

入
口
に
あ
る
亀
甲
積
擁
壁
（
横
浜
市
認
定
歴

史
的
建
造
物
）
は
、
か
つ
て
の
平
沼
邸
の
一

部
で
あ
る
。
ま
た
、一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）

年
の
水
道
整
備
の
一
環
と
し
て
、
野
毛
山
頂

上
付
近
に
浄
水
場
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
辺
り

は
「
水
道
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

野
毛
山
は
横
浜
市
内
に
水
道
水
を
供
給
す
る

重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。

一
方
、
野
毛
山
に
は
「
憩
い
」
の
空
間
と

し
て
の
性
格
も
加
わ
る
。
東
京
湾
か
ら
房
総

展

示

会

野
毛
山
の「
昭
和
」

�
―

坂
と
公
園
の
物
語―

新
刊
紹
介

8月15日（月） 、9月20日（火）、10月11日（火）、
11月21日（月）、12月19日（月）

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇

【寄贈資料】

《市史資料室たより》
　横浜市史資料室では、このたび『横浜市史資
料室紀要』を創刊いたしました。横浜の昭和史
に関する論文のほか、所蔵資料の紹介、活動記
録も掲載しています。紀要は市史資料室内閲覧
室でご覧いただけます。
 また、紀要は市民情報センター（市庁舎1階）
にて1冊500円（税込）で販売しています。ぜ
ひ一度お手にとってご覧ください。
　その他、横浜市史資料室で発行した刊行物（写
真集『昭和の横浜』、報告書『横浜・関東大震災
の記憶』など）も、閲覧室でご覧いただけます。
ただいま開催中の展示会「野毛山の『昭和』－
坂と公園の物語－」のご見学とあわせ、どうぞお
気軽にご来室ください。皆さまのご利用をお待
ちしております。

〈『横浜市史資料室　紀要第1号』〉

¡村田　　進様

™内田　長吉様

£相澤　詔二様
¢関　　靖幸様

「大正三年四月元街小学
校入学記念」（複製写真）
ビデオ撮影データ（DVD3枚）
「本村ばやし」、「二俣川小学
校130周年記念」、「横浜の
ホタルたち」
「手動写真プリント機」
複製写真1点（出征風景）

【展示会のお知らせ】
　横浜市史資料室では、平成23年度第1回展
示会「野毛山の『昭和』－坂と公園の物語－」を
開催中です。
＊1923（大正12）年9月の関東大震災以降、
野毛山は時代の変化とともに、その性格を変え
てきました。本展示会では、横浜市史資料室所
蔵の写真資料を中心に、昭和期の野毛山の変
化を追想したいと思います。
会期：2011年7月16日（土）～8月28日（日）
休館日：7月19日（火）・8月15日（月）
開場時間：9時30分～17時
会場：横浜市中央図書館　地下1階ホール、
　　 横浜市史資料室展示コーナー
協力：横浜開港資料館、横浜都市発展記念館、
　　 横浜市中央図書館
◎入場無料　◎写真パネルでの紹介
お問い合わせは：045-251-3260
（横浜市史資料室）

＊関連展示会「まだまだみられる『昭和の横浜』」
◎横浜開港資料館　企画展：広瀬始親写真展　
横浜ノスタルジア・特別篇
－昭和30年頃の街角－
◎横浜都市発展記念館　常設展示室コーナー展：
カメラがとらえた昭和30年頃の横浜
－クルマのある風景

展示期間（共通）：2011年7月27日（水）
～10月23日（日）
・展示期間中、両展に入館された方には、オリジ
ナル絵葉書を差し上げます。＊先着1,000名様

【メールアドレスのお知らせ】
資料の利用に関するお問い合わせは、次のアド
レスを御利用ください。
so-sisiriyou@city.yokohama.jp
【市史資料室展示コーナーのご案内】
　展示コーナーでは、展示会「野毛山の『昭和』
－坂と公園の物語－」の開催とあわせ、関連資
料を展示中です。展示会とあわせ、どうぞご覧
ください。

『
横
浜
市
史
資
料
室　

紀
要
第
一
号
』

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
横
浜
の
昭
和
史
に
関

す
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
、
『
横
浜
市
史
資
料

室
紀
要
』
を
創
刊
し
ま
し
た
。
紀
要
に
は
、
論
文

の
他
、
市
史
資
料
室
が
所
蔵
す
る
資
料
の
紹
介
、

活
動
記
録
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

高
村
直
助
氏
の
論
文
「
開
港
記
念
日
の
変
更
」

で
は
、
横
浜
市
が
当
初
七
月
一
日
と
定
め
た
開
港

記
念
日
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
現
在
の
六�

月
二
日
に
変
更
さ
れ
た
の
か
考
察
し
て
い
ま
す
。

開
催
さ
れ
て
き
た
記
念
行
事
の
流
れ
を
追
い
な�

が
ら
、
現
代
ま
で
続
く
開
港
記
念
日
の
歴
史
を
新

た
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
興
味
深
い
内
容
と
な�

っ
て
い
ま
す
。

「
戦
後
横
浜
に
お
け
る
文
化
行
事
の
復
興
と�

文
化
人
」
（
羽
田
博
昭
）
で
は
、
戦
後
の
横
浜
で�

活
躍
し
た
文
化
人
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
の
活
動�

か
ら
横
浜
の
文
化
行
事
と
復
興
へ
の
歴
史
を
考�

察
し
て
い
ま
す
。
関
東
大
震
災
後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

文
化
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
流
入
な
ど
、
横

浜
の
文
化
は
時
代
を
追
っ
て
変
遷
を
遂
げ
て
き�

ま
し
た
。
論
文
か
ら
は
、
多
様
性
を
も
っ
た
独
自

の
横
浜
文
化
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
昭
和
恐
慌
期
、
横
浜
市
に
お
け
る
私
設
日
用

品
小
売
市
場
」
（
百
瀬
敏
夫
）
で
は
、
私
設
小
売�

市
場
の
概
要
が
表
な
ど
を
用
い
て
紹
介
さ
れ
て�

い
ま
す
。
新
聞
記
事
の
記
述
や
、
火
災
状
況
、
反

対
運
動
と
い
っ
た
多
角
的
な
視
点
か
ら
も
考
察

が
な
さ
れ
、
恐
慌
期
に
あ
っ
た
私
設
小
売
市
場
の

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
設
小
売
市
場

を
通
し
て
知
る
消
費
活
動
か
ら
は
、
当
時
の
市
民

生
活
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
関
東
大
震
災
と
「
横
浜
貿
易
新
報
」―

震
災

臨
時
号
の
分
析
を
中
心
に―

」
（
吉
田
律
人
）
で

は
、
横
浜
貿
易
新
報
（
以
下
横
貿
）
の
震
災
前
、

震
災
後
の
状
況
、
臨
時
号
の
発
行
に
至
る
ま
で
を

考
察
し
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
ま
す
。

横
貿
の
臨
時
号
に
は
、
震
災
・
復
興
な
ど
に
関
す

る
様
々
な
情
報
が
載
せ
ら
れ
、
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
当
時
の�

被
害
状
況
や
復
興
情
勢
を
現
在
に
伝
え
る
、
貴
重�

な
資
料
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

臨
時
号
の
紙
面
・
内
容
も
一
部
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
史
資
料
室
の
発
行
し
た
報
告
書

『
横
浜
・
関
東
大
震
災
の
記
憶
』
に
は
、
横
貿
臨

時
号
の
新
聞
記
事
目
録
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
紹
介
「
丹
羽
鋤
彦
と
帝
都
復
興
①―

東
京�

市
河
港
課
「
震
火
災
の
一
周
年
を
迎
か
ひ
て
」―

」�
で
は
、
丹
羽
鋤
彦
氏
の
人
物
紹
介
、
資
料
概
要
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
資
料
全
文
の
翻
刻
も
掲
載

さ
れ
、
内
容
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
横
浜
市
史
資
料
室
の
活
動
記
録
」
で
は
、
開

室
（
平
成
二
〇
年
一
月
九
日
）
か
ら
平
成
二
三
年

一
月
三
一
日
ま
で
の
市
史
資
料
室
利
用
状
況
、
資

料
収
集
・
整
理
の
実
績
、
広
報
・
出
版
物
の
紹
介
、

展
示
会
な
ど
の
記
録
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
市
史

資
料
室
の
行
っ
て
い
る
事
業
、
ま
た
そ
の
成
果
を

皆
様
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
資
料
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名
前
も
、
資
料
の
内
容
と

と
も
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
横
浜
市
史
資
料
室
紀
要
』
は
、
今
後
毎
年
発

行
の
予
定
で
す
。
様
々
な
視
点
か
ら
皆
様
に
横
浜

の
昭
和
史
を
ご
紹
介
し
、
新
た
な
歴
史
の
一
面
を�

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

昭
和
の
横
浜
の
研
究
や
調
査
に
も
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。�

（
木
許　

文
子
）

◆資料提供のお願い◆  昔の横浜を記録した写真やパンフレット、ポスターなどございましたらぜひご連絡ください。次世代の市民に引継ぎます。
リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　 　  




